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,3) 溶融曲面の安定性について解析し， Rayleigh-Taylor 型の不安定現象が上向姿勢での溶接を著し
く困難にしている主原因であることを示している。
,4) 溶融池の形状に対する界面張力論的な解析結果，母板の溶融に対する熱伝導論的な計算結果およ
びワイヤ溶融速度の実測値を組合せることにより アーク溶接条件がかなりの精度で合理的に設定
できることを具体例をもって示している。
以上の研究成果はアーク溶接現象の解明に貢献するのみならず 溶接施工における溶接条件の定量
的推算法を提示したものとして，溶接工学上ならびに工業的に寄与するところが大きい O よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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